



の「保育施設における事故報告集計」によると、平成 26 年 1 月 1 日から平成
26 年 12 月 31 日までの１年間では事故報告件数は 177 件となっている。その
うち負傷は 160 件、死亡は 17 件である。場所別においては、園内室内が 82 件、


























































































































































































































































































































William Heinrich ,1886-1962 , 米国 ) の、「１件の重い傷害を伴う災害の背後
には、29 の軽傷害があり、さらにその背後には 300 件の傷害を伴わない災害
が発生している」という「ハインリッヒの法則」から導き出された概念である。
ヒヤリ・ハットは、重大な事故にはならなかったが、もう少しで重大事故にな
る可能性があったという事例発見のことで、ヒヤッとして、ハッとする体験の
ことを表している。重大事故の裏には、このような体験が多く起こっていた可
能性があり、それらの事例を沢山集め、認識を共有することによって重大事故
の予防につながるとされており、医療分野や、自動車（交通事故）関連で多く
用いられている用語である。
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